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東南極ナピア岩体トナー島，超高温変成岩類の Sm-Nd 鉱物年代 

Proterozoic Sm-Nd ages of ultrahigh-temperature metamorphic rocks from Tonagh Island, 
Napier Complex 
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東南極ナピア岩体のトナー島には，超高温変成岩類が分布する．ピークの変成時期は約 2500 Ma と考えられて

いる．超高温変成岩 3 試料に含まれる鉱物を分離し，Sm-Nd 法によって鉱物年代を測定した．その結果，2 試料か
ら約 1900 Ma と 1 試料から約 1500 Ma の年代値をえた．これらのアイソクロンはザクロ石の組成に依存しており，
Sm-Nd 系におけるザクロ石の年代とみなすことができる．組織や化学組成からみてザクロ石は後退変成時に晶出し
た可能性が高い．したがって，ナピア岩体では約 2500 Ma のピーク変成作用の後，約 1900，1500 Ma と少なくとも
2回の変動をこうむったと考えられる． 
 
 
 


